
　

身
洗
沢
遺
跡
の
調
査
は
す
で
に
終
了
し
、
現
在
は
遺
物
の
復

原
な
ど
の
整
理
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
区
の
中
央
付
近
か
ら
は
弥
生
時
代
後
期
の
溝
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
周
辺
か
ら
は
多
く
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

土
器
は
小
片
が
多
く
、
上
流
か
ら
流
れ
込
ん
で
き
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
中
に
は
大
き
く
復
原
で
き
資
料
も
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

写
真
は
弥
生
時
代
後
期
の
平
底
甕
（
ひ
ら
ぞ
こ
が
め
）
で
、

中
部
高
地
系
の
土
器
で
す
。
食
べ
物
を
煮
る
の
に
使
用
し
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

出土した木製品

　身洗沢遺跡では多くの木製品が出土し、又鍬（マタグワ）

と呼ばれる刃先がフォークのようにわかれているタイプも

出土しています。実は平成元年に身洗沢遺跡の調査をおこ

なった際にも、そっくりな又鍬が出土しています。並べて

みると、非常に良く似ていることが分かります。出土地点

は４００ｍほど離れているのですが、同じ人が作ったので

しょうか。もしくは柄の太さなどに応じて規格が決まって

いたのでしょうか。

身
洗
沢
遺
跡

谷
村
城

　

谷
村
城
で
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
の
遺
構
が

発
見
さ
れ
、
明
治
時
代
に
置
か
れ
た
谷
村
区
裁
判
所
に
関
連
し
た1

号

石
列
遺
構
が
出
土
し
ま
し
た
。

　

1

号
石
列
遺
構
は
、
長
さ
１
０
．
５
ｍ
・
幅
３
ｍ
で
、
緑
色
凝
灰
岩
の

切
石
を
７
列
敷
き
、
そ
の
両
側
に
溶
岩
の
切
石
を
埋
め
て
い
ま
し
た
。

裁判所の歯ブラシ

　谷村区裁判所の遺構面からは、骨製

の歯ブラシやワインボトルなどの遺物

が見つかりました。裁判所の職員が、

新しい西欧文化を取り入れていたこと

が窺えます。

　

こ
の
石
列
は
裁
判
所
を
写
し

た
大
正
時
代
の
写
真
に
も
見
ら

れ
ま
す
。

　

発
掘
調
査
の
結
果
、
都
留
市

の
中
心
市
街
地
に
は
近
代
の
旧

地
表
面
が
地
表
下
４
０
～
６
０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
残

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

　

今
後
の
調
査
に
よ
り
、
新
た

な
地
域
の
歴
史
が
発
見
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

甲
府
城
下
町

　

甲
府
城
下
町
遺
跡
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
交
差
点
地
点
）
は
、

江
戸
時
代
を
通
じ
て
庶
民
が
住
ん
だ
町
屋
に
あ
り
ま

す
。
約
３
６
㎡
と
い
う
せ
ま
い
範
囲
の
発
掘
調
査
区

に
数
多
く
の
遺
構
や
遺
物
が
検
出
し
て
お
り
、
甲
府

庶
民
の
土
地
利
用
の
濃
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

写
真1

は
生
活
用
水
を
溜
め
て
お
く
水
利
施
設
で

す
。
石
で
区
画
し
た
導
水
路
に
堰
を
設
け
て
、
水
を

溜
め
る
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
遺
構
内
か
ら
は
将
棋

の
駒
や
碁
石
、
硯
、
杯
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
当

時
の
土
地
空
間
の
利
用
や
生
活
の
よ
う
す
が
見
て
取

れ
ま
す
。

宿場町の櫛

水利施設から 160 点を超える木製櫛が出土しています。

調査地点周辺は江戸時代に宿場町「柳町宿」として成

立し、飯盛女をおくことが許可されていました。木製

櫛は、宿場町に勤める女性たちが使っていた道具であ

ったと考えられます。

　

平
成
２
７
年
度
の
山
梨
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、
６
遺

跡
の
発
掘
を
行
い
ま
し
た
。

　

甲
府
城
・
甲
府
城
下
町
・
谷

村
城
・
身
洗
沢
遺
跡
・
大
石
遺

跡
・
三
ノ
側
遺
跡
。

発
掘
調
査
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

今
後
の
整
理
作
業
を
進
め
る
こ

と
で
、
発
掘
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
か
っ
た
新
し
い
知
見
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
石
遺
跡

　

国
道
２
０
号
大
月
バ
イ
パ
ス
の
建
設
に
よ
り
新
た
に
発
見
さ
れ
た
本
遺
跡
は
、

発
掘
調
査
に
よ
り
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
中
期
、
弥
生
時
代
中
期
、
奈
良
・
平

安
時
代
、
中
世
以
降
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
遺
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
奈
良
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
２
軒
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
人
が
住
む
環

境
に
つ
い
て
新
た
な
見
解
を
あ
た
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
相
模
川
水
系
の
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
つ
で
あ
る
桂
川
の
支
流
笹
子
川
の
右
岸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
は
今
ま
で
遺
跡
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ん
で
し
た
。
本
遺
跡
の
発
見
に
よ
っ
て
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

跡
の
立
地
に
つ
い
て
考
え
方
が
か
わ
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
で
し
ょ
う
。

　

今
回
の
三
ノ
側
遺
跡
の
調
査

で
は
主
に
古
代
か
ら
中
世
・
近

世
に
か
け
て
の
遺
構
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
細
長
い
長

方
形
の
溝
状
遺
構
が
多
く
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
の
調
査

で
は
こ
の
溝
が
い
く
つ
か
合
体

し
た
よ
う
な
も
の
が
見
つ
か
り
、

連
結
溝
状
遺
構
と
名
付
け
ま
し

た
。
掘
っ
て
み
る
と
場
所
に
よ

っ
て
深
さ
が
違
い
、
そ
れ
ぞ
れ

の
溝
状
遺
構
に
単
位
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
遺
構
の
覆

土
か
ら
土
師
質
土
器
や
渡
来
銭

が
出
土
し
て
お
り
、
中
世
に
造

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

三
ノ
側
遺
跡
で
は
古
代
か
ら

中
世
、
近
世
と
連
続
的
な
土
地

利
用
が
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

三
ノ
側
遺
跡

さまざまな産地の甕

　今回の発掘では地元産の甕のほかに、

甲府盆地や静岡東部、神奈川西部で作

られた甕が見つかっています。

　甕を通して、都留で生活をしていた

人々の交流の様子がみえてきます。
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かまどはどこかな？


